
・学校生活に必要な習慣を身に付ける。

・生活習慣を見直し、早寝早起き朝ごはんを家庭と一緒に習慣としていく。
・行事に参加してもらうことで成長を共に喜び、就学へ向けて連携をとっていく。
・おたより、ドキュメンテーション等を通して、園での様子を知らせていく。
・就学に向けての保護者の不安に寄り添い共に考えていく。

・連携会議等（保幼小職員が集まり、情報を共有することで小学校のスタートがスムーズにいくようにする。）
・交流会（１年生と年長児で交流を図ることで、小学校がどんなところなんだろうという不安を少しでもなくなるようにする。）
・保幼小研修会（一同に会し、同じ研修を受け共通の認識を持つことで、スムーズな接続を図る。また、職員同士の交流の場とする。）
・小学校の運動会に参加：招待児レース（小学校へ行き、行事に参加することで学校への不安をなくし期待が持てるようにする。）
・クラス編成会議（入学に向けクラス編成を行い、小学校へ子どもの情報提供をすることで、学校生活が安定して送れるようにする。）
・指導要録（保育要録）の提出（指導要録等に子どもの成長過程を記入し提出することで、小学校での支援や指導がスムーズに行えるようにする。）

 ※５歳児の８月以前の活動については「共通カリキュラム」の「年間指導計画」を参照してください。　※「予想される子どもの姿」は、就学前児童施設側から予想する姿であり、東金市の共通の「スタートカリキュラム」ではありません。

　　で伝える。）

・先生や友達、上級生と楽しく遊ぶ。
・学校生活・学習を楽しみにし通学する。
・時間や約束を守ることの大切さを知り行動
   する。

・学校であったことをお家の人に伝える。
・先生や友達の話をじっくり聞こうとする。
・生き物とのかかわり方を考え、行動する。

・新しい環境に慣れ親しむ。

　（掃除の仕方、給食の配膳等）

・先生や友達に元気よく挨拶をする。

・学校の中の施設について知る。（学校探検）

・その場に応じた言葉の使い方ができる。

・自分の思ったことを適切に表現する。
　（わからないときや困ったときには、言葉

東金市幼稚園・保育所・認定こども園共通アプローチカリキュラム　　　
アプローチカリキュラム

9　月　～　３　月（５歳児）
予想される子どもの姿

4月～（１年生）

・クラスの友達や上級生との交流を楽しむ。

・学校の中にはどの様な人がいるのかを知る。
・準備や片づけ等、身の回りのことは、自分
　で行う。
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・学校生活に必要なきまりやマナーを考え、
　守ろうとする。
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 ※活動内容は事例であり、園や年度により異なります。　※「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿【１０の姿】」は到達目標ではなく「このような方向に向けて指導を進めましょう」という方向性です。
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＊子どもの不安を受け止め、新しい生活に慣
　れていけるよう一人一人の様子を注視し、
　接するようにする。
〇学校生活に必要なきまりやマナーを可視化
　することでわかりやすくする。
＊話しやすい雰囲気作りをし、信頼関係を築
　いていく。
〇上級生との交流をもつことで安心して学校
　生活がおくれるようにする。
〇生き物の世話をすることで学校に親しみが
　もてるようにする。

・生き物や草花に関心をもち、触れ合うこと
　や、世話をすることを楽しむ。
・通学路の様子や安全を守ってくれている人
   がいることを知り、安全な登下校をしよう
　とする。

・体を十分に動かし、友達と一緒に目的をもった活動に取り組むことの楽し

さを味わう。

・友達と互いに思いや考えを出し合い、力を合わせて遊びを進めようとする。

・友達と共通の目的をもって遊びや生活を進め、やり遂げる喜びと充実感を

味わう。

・就学への期待をもち、自信をもって生活する。

●保育者や友達と十分体を動か

して楽しめるよう遊具などの環

境を整備する。＊生活の中で次

は何を何のためにするかを自ら

考えて行動できるようにする。

●「頑張ったり」「我慢した

り」「自分がすごいと思えた

り」する経験ができる機会をた

くさんつくっていく。

●友達と一緒にやることで、自

分一人でやるよりも、もっと大

きくて素敵なことを実現できる

という体験ができる環境を作っ

ていく。

●ルールを理解したり、その必

要性に気付いたり、という道徳

性や規範意識、自分の気持ちを

調整する力や人への思いやりの

気持ちを育てていく。

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識

の芽生え

社会生活との関わり
●地域の方とのふれあいの場を

設けたり、公共の場の利用の仕

方を知らせたりしていく。

思考力の芽生え
●友達や保育者との対話を通し

て新しい考えを生み出す喜びや

楽しさを味わえるようにする。

自然との関わり・

生命尊重
●様々な自然との出会いを工夫

し、そこで遊ぶことを通して自

然に親しみ、大切にする心を育

てていく。

数量や図形、標識や文

字などへの関心・感覚
●遊びや生活の中で、数量や図

形、文字などに出会い、その必

要性が感じられる体験を重ねら

れるようにしていく。

言葉による伝え合い
●大人の言葉や物語から言葉の

刺激を与えられるようにし、遊

びや生活の中で言葉を使っての

やり取りの場面を多くもつよう

にする。

豊かな感性と表現
●作品の最終的な形ではなく、

表現しているときの子どもの喜

びや工夫に気付き、しっかりと

受け止め他の子にも伝えること

で表現する楽しさを味わえるよ

うにする。

野菜を細かく切って

色水作りをしました。

「きゅうりとキャベ

ツはこんなに色が違

うんだ！」身近な素

材を工夫して遊びに

取り入れています。

海賊ごっこで遊んでいた子ど

もたち、「海賊船つくりたい

なぁ」「牛乳パックで作ろう

よ」友達とアイディアを出し

合い作り上げ、いざ出航！

お祭りごっこをしよう！「こっちは

どうする？」友達とイメージを出し

合い、感じたこと想像したことを表

現しながら遊びを進めていきます。

先生：「今日の出来事で楽し

かったことは何ですか？」

子：「はい！僕は〇〇が楽し

かったです」みんなの前で、

しっかりと言葉で伝えることが

できました。周りの友達は、聞

くことも上手になりました。

「白組がんばるぞ～！！エイ

エイオー」「赤組負ける

な！！エイエイオー」力を合

わせ、競い合って綱引きをし

ました。

上手くできなかった雲梯、

出来るようになったころに

は、手にまめが。たくさん

頑張った勲章です！

寒い朝、氷をみつけた子どもたち、

「もっと大きな氷が作れるかな？」

大きな穴を掘って、氷作りに挑戦。

「やった！大成功！」冬の自然に気

づいた子どもたちです。

「おはよう！カナヘビさん」「お

水をあげるよ」友達と一緒に毎日

お世話をしながら、図鑑を見て調

べます。

チーム分けも自分たちで決めて、

集団遊び（ドッヂボール）をすれ

ば、いつの間にか、体はポカポカ。

寒い中でも体を動かして遊びます。

縄跳び何回跳べるかな？自分たち

で、何回跳べたか記録することで、

意欲も高まります。

かるたは、読み手も自分たちで

やっています！何枚とれたかな？

「みんな聞いて」友達の話を聞い

たり、自分の思ったことを言った

り、言葉で伝え合う喜びを味わい

ながらお店屋さんごっこの話し合

いをしていきます。

先生：「ここでまわってみる？」

子：「これ、かっこいいね！」音

楽に合わせて自由に表現して楽し

んでいます。

週の予定、毎日の予定を見

て、見通しを持って生活を

します。先生に言われなく

ても、台布巾の準備も消毒

も自分達で行っています。

縄跳びチャンピオン！「すごい

ね！おめでとう！」友達の出来た

事を共に喜び合い認めることがで

きました。

幼児期の終わりまでに

育って欲しい姿

「１０の姿」

予想される、小学校教諭の

環境構成（○）と配慮事項（＊）
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